

























記号の後，頁数を記す。Franz Kafka : Tagebücher. Hrsg. von Hans-Gerd Koch, Michael
Müller und Malcolm Pasley. Frankfurt am Main（Fischer）2002［以下 T］. Franz Kafka :
Nachgelassene Schriften und Fragmente I. Hrsg. von Malcolm Pasley. Frankfurt am Main
（Fischer）2002［以下 NSFI］. Franz Kafka : Drucke zu Lebzeiten. Hrsg. von Hans-Gerd Koch,
Wolf Kittler und Gerhard Neumann. Frankfurt am Main（Fischer）2002［以下 DL］. Franz


























ついては，アドルノ（Theodor Adorno1903－1969）が Aufzeichnungen zu Kafka
の中で以下のように語る。
2）Gerhard Neumann : Franz Kafka-Experte der Macht. München（Carl Hanser）2012, S.196.
3）ebd.























4）Theodor W. Adorno : Aufzeichnungen zu Kafka, in : Gesammelte Schriften in 20 Bänden.
Kulturkritik und Gesellschaft I. Prismen/Ohne Leitbild. Hrsg. von Rolf Tiedemann.1. Aufl.
Frankfurt am Main（Suhrkamp）1977,10/1Band, S.262－263.
5）Alexander Honold : In der Strafkolonie, in : Kafka-Handbuch. Leben - Werk - Wirkung.


























7）Tony Bennett, Lawrence Grossberg und Meaghan Morris（Hrsg.）: New Keywords. A










































































































































































































































































Die Sorge des Hausvaters（1917）のオドラデクとグラフスが共通するのは〈死
18）グラフス（Gracchus）という名前には，チェコ語で kavkaという名前が，イタリア語で
は gracchioであり，ラテン語では graculusであり，作家自身の名前〈カフカ〉を暗号化し
たものだといわれている。Vgl., Wiebrecht Ries : Franz Kafka. Zürich und München（Artemis）

























































































70 言語文化研究 第35巻 第2号
つき始めた。［…］犬が首輪を引きちぎったかのように，ひとりの男の首に抱
きついて涙を流して叫んだ。〈こんなにあらゆることが，わたしの身にどうし
て〉」（T822f.）。ここで犬になるのは旅行者である。
『流刑地にて』では上に引用したように，流刑地でのヒューマニズムの徹底
的な破壊に耐えられず，〈動物〉という人間外の存在になる旅行者を描き，『猟
師グラフス』では死体という事物になるグラフスを描くことで，人間が事物化
する局面をカフカは描き出す。その事物化の暴力の源を，本論は人間を加工，
もしくは疎外する自律的なテクノロジーと結びつけて論じてきた。自律的テク
ノロジーは流刑地では「装置」がまさしく象徴しており，グラフスでは死に関
係なく自律的に動くグラフス自身の身体がそうである。
ポストヒューマニズムが提起する，「人間の権力，自立性，特殊性，自己同
一性などに関する疑問」とテクノロジーとの関係は，このように，当時のヒュ
ーマニズムに対する強い懐疑という形でカフカの2作品の中に萌芽のごとく表
れているが，しかしカフカの身体観をつまびらかにする試みは，両作品の分析
だけでは不十分である。とくにカフカの身体観が，身体を精神の下位に据える
といった二元論的見方でないことは明らかだが，しかし，「犬になりたい」と
言葉にした途端に〈犬になる〉姿を描いたことについてはさらなる解釈の余地
がある。また，一元論との関係はどうなのか，という問題についてもひきつづ
き考察を深めたい。
課題は残るが，『流刑地にて』で分析した，人間を社会的により〈善く〉活
用するために，身体を加工しようとする政治的言説の暴力や，生と死の境界を
テクノロジーで曖昧化しようとする身体への暴力などは，カフカが彼の時代の
言説から感受した，もしくはそこから予感した，いまを生きる〈われわれ〉に
とっても無関係ではないテーマであって，20世紀のカフカの作品におけるポ
ストヒューマニズム的な萌芽といいうるのである。
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